
具体的方策
主
担
当

【評価指標】
＜成果指標＞＜努力指標＞

＜満足度指標＞

【評価の根拠】
達成度判断基準

取組状況
評
価

学校関係者評価者
による意見

今後の改善策

①情報共有を充実させ、
主任等を中心とした同僚
性・専門性を活かし研
修・協働する中で、教員
の資質能力の向上を図
る。

教
頭
・
教
務

〈成果指標〉
主任層のリーダーシップのも
と、各分掌と学年が縦横の連
携を図り、教員が資質能力を
高め、組織的な学校づくりを行
う。

〈教職員アンケート〉
学校経営ビジョンを理解し、必要
な情報を共有し連携を図り、一
人一人が資質能力を高めて組
織としての高まりを実感している
か。

◇校長の経営ビジョンに基づき、
定期的な学年会や各種部会を開
き、情報の共有や意思疎通を図
るように心がけてきた。また、短
時間の研修等で若手教員の資
質向上を図ってきた。

Ｂ

②「気づき」を大事にし、
常に改革・開発の意識を
持ってカリキュラム・マネ
ジメントを充実させるととも
に、自身の働き方を見直
しワークライフバランスの
実践に努める。

教
頭
・
教
務

〈努力指標〉
学校行事等の機会を捉えて成
果や課題の検証を行い、より
よくすることに努めたり、見通
しを持ち勤務時間の１０％短縮
に努めたりしている。

〈教職員アンケート〉
常に課題意識を持ち、周囲に
伝えながらよりよい学校づくり
に参画し、見通しを持ち効率的
に業務を行い、勤務時間を１
０％短縮できたか。

◇辰人ロードマップを活用し、
「気づき」を活かしてカリキュラ
ム・マネジメントの充実を図って
いる。課題意識は向上している
が、勤務時間の短縮は目標値に
達していない。

Ｂ

③安全対策や危機管理
の意識と指導力を高め、
いじめや不登校等に対
し組織として計画的に未
然防止に取り組むととも
に対応を迅速に行う。

生
徒
指
導

〈努力指標〉
情報交換を密に行い、各主任
や担任・学年会が縦横の関係
でいじめ・不登校に対し組織的
に対応している。

〈教職員アンケート〉
情報の共有化が密にできてお
り、いじめ・不登校の生徒に対
し、早期に適切な対応ができ
たか。

◇毎週教育相談の会を行い情報
共有して今後の方針を確認し、
組織的対応に努めている。
◇問題への早期対応も意識でき
ており、不登校の生徒は多い
が、完全不登校はいない。

A

①教科と総合的な学習の
時間の学びを往還させ
て、「主体的・対話的で深
い学び」を目指した授業を
展開する中で、授業を
コーディネートする力を高
め、授業改善を図る。

教
務
・
研
究

〈努力指標〉
各教科および総合的な学習の
時間で、生徒の思考を促す工
夫を行い、まとめと振り返りを
充実させ、主体的･対話的で深
い学びを実現する。

〈教職員アンケート〉
〈生徒アンケート〉
生徒自身に、思考・判断し表現
させることを積極的に行ってい
るか。生徒が学びの高まりを
実感しているか。

◇授業の終末における「まとめと
振り返り」については、教員も生
徒も意識はしているが、タイムマ
ネジメントや深い学びに繋げる
コーディネートは充分とはいえな
い。校内研修で共有した方法を
共通実践する必要がある。

Ｂ

②教師も生徒も「授業の
辰人スタイル」を身に付
け、生徒の自ら学ぶ積極
的な態度を育てるととも
に、生徒全員が「わかる・
できる」ように工夫・配慮さ
れた授業を創る。

教
務
・
研
究

〈満足度指標〉
「授業の辰人スタイル」を意識
した授業を行い、生徒全員が
「わかる･できる」と実感できる
授業を創る。

〈教職員アンケート〉
〈生徒アンケート〉
自ら学ぶ積極的な態度が身に
つき、授業がわかり、できるよ
うになった実感があるか。

◇「わかる・できる」授業の実感
について向上はしているが、「つ
かむ、深める、まとめる」の学習
過程を意識して、これからも授業
づくりを行うことが大切である。

Ｂ

③学びのPDCAを構築し、
計画的、組織的に学力の
検証と学びの改善を重
ね、基礎的知識・技能の
定着と、これらを活用する
思考力・判断力・表現力を
育成する。

教
務

〈成果指標〉
辰人ロードマップを活用し、
様々な面から思考力・判断力・
表現力の向上に努めている。

〈教職員アンケート〉
PDCAサイクルを実施し、学力
の検証・改善がなされ、様々な
面での学力の向上に表れてい
るか。

◇学力の検証と学びの改善につ
いて、教職員アンケートの結果も
良好とはいえず、まだまだ学力
の顕著な向上にもつながってい
ない。

Ｂ

①考え話し合う道徳教
育の充実を図り、他者と
ともによりよく生きるため
の基盤となる道徳性を
養う。

研
究

〈満足度指標〉
中心発問を吟味し、言語活動
を通して生徒の道徳的価値を
深めようとしている。

〈生徒アンケート〉
道徳の時間では自分の考えを
友達と交流し、いろいろな角度
から考えを深めることができた
か。

◇自分の考えを友達と交流し、
多様な考え方に気付く生徒が多
く、自分の将来に生かせると感じ
ている。
◇教師は「考え話し合う道徳」に
ついて、さらに共通理解を深める
必要がある。

A

②生徒会活動やボラン
ティア活動を通して自
治・自浄の能力を高める
とともに、他のために役
立つ自己を実感させる。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
生徒会活動やボランティア活
動に積極的に取り組み、開発
的生徒指導を行っている。

〈生徒アンケート〉
生徒会活動やボランティア活
動が活発で、自己有用感が高
まっているか。

◇生徒会活動やボランティア活
動への参加意識が高く、人の役
に立ちたいと思っている生徒が
増えている。

A

③級友との関わりや集団
の中での自分の役割を果
たすことを通して自己肯定
感を高められるよう、認め
合える温かな学級づくりを
めざす。

生
徒
指
導

〈努力指標〉
生徒指導の三つの機能を意識
し、学習集団、生活集団として
の機能を高める学級づくりに
努めている。

〈教職員アンケート〉
〈生徒アンケート〉
Ｑ－Ｕアンケート結果や生徒面
談を活かし、親和的な学級づく
りに努めているか。生徒の自
己肯定感が高まっているか。

◇教師は、Q-Uアンケート、生徒
理解面談や日常のかかわりを通
して、親和的な学級づくりに努め
ている。
◇自己肯定感が高い生徒は多
いが、そうでない生徒も少なくな
い。

Ｂ

①教科体育・部活動を
中心に体力を高めるとと
もに、たくましい身体、ね
ばり強い精神力及び親
和的な人間関係を育
む。

保
健
美
化

〈成果指標〉
教科体育や部活動を通じ、体
力の向上や粘り強く努力する
心づくりに努めている。

〈各種調査〉身体計測・スポー
ツテストの結果が向上している
か。
〈教職員アンケート〉
生徒が仲間と励まし合い粘り
強く努力する姿は向上している
か。

◇体格的に２･３年生は平均的、
１年生は小さい。体育科の調査
では、数値としての大幅な改善
は見られないが、向上傾向にあ
る。
◇生徒同士の人間関係について
は固定化が見られるので、広げ
る手立てが必要である。

A

②生徒の不安や悩みを迅
速に把握し、解消できるよ
うに相談体制や居場所を
充実させ、困り感のある生
徒には個に応じた配慮を
工夫する。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
教育相談体制を充実させ、生
徒の実態を把握・共有し、問題
の解消に努めている。

〈保護者アンケート〉
学校は、不安を持っている生
徒や困っている生徒の実態を
把握し、問題の解消に努めて
いるか。

◇教育相談の会を活かすなど、
教職員は意識して取り組んでい
るが、不十分だと感じている保護
者も見られる。

Ｂ

③家庭と連携してイン
ターネットのルールを徹
底するとともに、家族の
だんらんや起きる時間、
寝る時間、学習時間を
確保するなど望ましい生
活習慣の確立を図る。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
家庭と学校の連携力が高ま
り、家庭のネットのルールが守
られ、良い成果が出てきてい
る。

〈保護者アンケート〉
ネットトラブルやネット依存防止
のために、フィルタリングや
ルール作りを行っているか。
〈生徒アンケート〉
時間の３点確保を行い、望まし
い生活習慣が確立できたか。

◇学校で呼びかけはしている
が、時間の３点確保を意識してい
る生徒は７割程度、フィルタリン
グやルール作りを行っている保
護者も６割程度と不十分である。 Ｂ

①地域人材・伝統・環境
等の特色を積極的に学
習に活かす中で地域の
未来や、社会貢献、自分
の生き方を考える等、教
育活動の更なる充実を
図る。

教
務
・
研
究

〈努力指標〉
地域のヒト・モノ・コトを活用し、
地域や自分の在り方を考えさ
せるように努めている。

〈教職員アンケート〉
キャリア教育の視点を持ち、地
域を生かした教育活動が行えた
か。
〈生徒アンケート〉
地域とのつながりを考え、地域
の方々や先生から学ぶことがで
きたか。

◇地域とのつながりを意識して
いる生徒が多い。課題研究での
ポイントが高く、地域の教育資源
を効果的に活用できている。

A

②積極的に有効な情報
提供に努め、「開かれた
学校」をめざして、地域
や保護者の声を大切に
した信頼される学校づく
りを推進する。

教
頭
・
教
務

〈努力指標〉
学校からの通信やホームペー
ジ、メール配信システムを適確
に活用している。

〈保護者アンケート〉
通信やホームページに目を通
し、学校の情報を把握している
か。

◇学年だより、学級通信の他、
学校は昨年に比べ意識的にホー
ムページの更新などの情報発信
をこまめに行うことを心がけてい
るが、そう感じていなかったり、
わからなかったりする保護者も
少なくない。

Ｂ

○卒業して５～１０
年くらいの卒業生
の話を聞いてはど
うか。歳の近いモデ
ルとして、高校を決
める際に「この高校
ではこんな仕事に
就けた。こんな大学
へ行けた。」という
話を聞かせてもら
えば、点数ではなく
目標をもって選べる
のではないか。

○授業を見て回り、
クラスの後ろに道
徳の感想が蓄積さ
れて掲示されてい
たことがよい。人の
考え、自分と違う考
えを知れたり、自分
の恥ずかしさを
オープンにできたり
していることが素晴
らしい。
○アンケートから、
道徳に関わる３年
生の結果がよいの
は、３年生になると
それだけ感じる力
が付いてくるからな
のか。

○子どもの小さな
変化を感じ取り見
逃さないというの
は、先生は職業的
にできているかも知
れないが、家庭で
は難しいこともある
のではないか。学
校と家庭が協力連
携できるとよい。
○インターネット等
は家ではどのよう
な状況か。スマホ
等のルールは作っ
ているが、部屋に
入るとわからない、
管理しきれないとこ
ろもあるのではない
か。

5

◇外部講師バンク
をつくり、様々な教
科・領域でより効果
的に地域人材を活
用できるよう、新た
な講師を確保する。
◇学校として、さら
なる情報の発信に
努めるとともに、
ホームページ等を
見てもらえるような
アピールなども行
う。

◇部活動や行事を
通して、生徒同士
の励ましや粘り強く
努力する姿勢を高
めていく。
◇アンテナを高く
し、生徒の小さな変
化を見逃さず、情
報交換を密にす
る。
◇各家庭での協力
を呼びかける。
◇ネットトラブル防
止に向けた講演会
の開催等を行い、
意識の向上を図っ
ていく。

4

豊
か
な
心
の
育
成

（
徳

）

◇タイムマネジメン
ト・学習課題に応じ
た適切なまとめと振
り返りの仕方をこれ
からも研究してい
く。
◇授業での深める
場面をさらに充実さ
せるために「思考
ツール」を導入し
た。今後、積極的に
活用していく。
◇学力の向上につ
なげるために、教
師自身が検証結果
を常に念頭に置い
て、授業を振り返
り、改善していく。

家
庭
や
地
域
と
の
連
携

○思ったような改善
ができていないとの
ことだが、土曜日が
あった頃を考える
と、今は授業のス
ピードが早いという
ことはないのか。一
人一人のサポート
ができ、授業として
ゆったりと関われる
時間の確保が大切
ではないか。
○学校だけでは無
理だと思うが、市全
体で夏休みの後半
から授業を入れて
いくことは考えられ
ないか。

確
か
な
学
力
の
育
成

（
知

）

◇道徳の教科化に
向けて、基本的な
授業スタイルや評
価の仕方につい
て、早々に準備を
進めていく。
◇自己有用感を高
める取組を継続し
て行っていく。
◇Q-Uアンケートの
使い方、活かし方を
考えていく。
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◇若手の研修だけ
ではなく、中堅･ベ
テランも含めた短
時間の研修等を行
い、全体の資質向
上に努める。
◇勤務時間の短縮
については、優先
順位を付け見通し
を持つことや、効率
をあげる仕事の仕
方をさらに意識して
取り組む。
◇親和的学級づく
り、生徒の心の居
場所づくりを更にす
すめていく。

○「気づき」を大切
にしているところは
続けていただきた
い。
○子どもたちの居
場所があれば、一
人一人が救われ
る。心の居場所づく
りを大切にしてほし
い。
○勤務時間につい
て、PTAの会合等
で夜学校に来ると、
先生方が沢山遅く
まで残っていて大
変だなと思う。機械
警備の設定時間を
早めてはどうか。

重点目標
（めざす姿）

健
や
か
な
体
の
育
成

（
体

）
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組
織
的
な
学
校
運
営


